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10･20国民集会で処遇改善を訴え
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　８月17日、厚生労働省は全国の児童相談所
が2016年度に対応した児童虐待件数が12万
2578件となったと発表した。集計を開始した
1990年度から26年連続の増加で、前年比18.7
％増となった。

　虐待の内訳では、子どもに暴言を吐いた
り、無視したりする「心理的虐待」が最多で
６万3187件。前年度よりも３割近く増え、全
体の51.5％を占めた。次いで、「身体的虐
待」、「ネグレクト（育児放棄）」などと続いた。

11･14中央行動で厚生労働省に
勤務体制の改善を迫る　　 　

2016年度の児童虐待相談が12万2578件に

16
日
の
「
ス
ト
を
含
む
全
国

い
っ
せ
い
行
動
」
へ
。
年
度

末
や
卒
園
式
を
控
え
た
忙
し

い
時
期
で
し
た
が
、
11
地
方

組
織
で
ス
ト
権
を
確
立
し
、

７
地
方
組
織
58
分
会
96
職
場

６
５
８
人
が
ス
ト
に
入
り
ま

し
た
。
ス
ト
以
外
の
行
動
も

含
め
て
、
２
７
４
分
会
３
９

２
職
場
４
６
２
１
人
が
ア
ピ

ー
ル
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
し
て

の
就
労
の
ほ
か
、
職
場
集
会

＆
ア
ピ
ー
ル
採
択
、
宣
伝
な

ど
に
参
加
。
事
前
の
保
護
者

な
ど
へ
の
説
明
や
当
日
の
宣

伝
で
の
対
話
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

信
・
拡
散
、Ｔ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

や
地
方
局
、
地
方
紙
の
報
道

な
ど
、反
響
を
広
げ
ま
し
た
。

共
感
と
と
も
に
、
地
方
組
織

と
分
会
と
の
関
係
や
運
動
へ

の
確
信
も
深
ま
り
ま
し
た
。

大
幅
増
員
・
賃
金
改
善
請
願

大
幅
増
員
・
賃
金
改
善
請
願

紹
介
議
員
は
超
党
派
に

紹
介
議
員
は
超
党
派
に

　

昨
年
10
月
か
ら
は
「
福
祉

職
員
の
大
幅
増
員
・
賃
金
改

善
」
国
会
請
願
署
名
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
国
会
会
期
末
ま

で
に
８
万
筆
を
こ
え
る
到
達

と
な
り
ま
し
た
。
採
択
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
要

請
行
動
の
結
果
、
衆
議
院
と

参
議
院
の
厚
生
労
働
委
員
を

３
・
３
・
1616
い
っ
せ
い
行
動

い
っ
せ
い
行
動

論
議
を
深
め
反
響
に

論
議
を
深
め
反
響
に

　

昨
年
の
第
32
回
定
期
全
国

大
会
で
「『
福
祉
労
働
者
の

大
幅
な
処
遇
改
善
と
増
員
』

と
『
戦
争
法
廃
止
・
立
憲
主

義
回
復
』
の
２
つ
を
要
求
に

掲
げ
た
ス
ト
権
の
論
議
を
各

地
方
で
深
め
て
早
期
に
確
立

す
る
」
と
い
う
方
針
を
提
起

し
ま
し
た
。
各
地
方
組
織
や

分
会
で
て
い
ね
い
な
説
明
と

討
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
民
春
闘
共
闘
の
全
国
統

一
行
動
日
に
あ
わ
せ
、
３
月

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組

み
」
に
よ
る
加
算
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
仕
組
み
」
は
賃
金
格
差
を

設
け
る
こ
と
を
要
件
と
す
る

な
ど
、
底
上
げ
で
は
な
く
分

断
を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
労
働
の

専
門
性
を
否
定
す
る
無
資
格

者
や
外
国
人
技
能
実
習
生
の

導
入
な
ど
の
施
策
も
す
す
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

大
幅
増
員
を
求
め
て

大
幅
増
員
を
求
め
て

運
動
を
す
す
め
よ
う

運
動
を
す
す
め
よ
う

　

賃
金
の
底
上
げ
を
お
こ
な

わ
ず
、
労
働
基
準
法
さ
え
守

れ
な
い
職
員
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
に
消
極
的
な
政
府
に

は
、
財
政
負
担
を
縮
小
し

て
、
社
会
保
障
予
算
を
抑
制

す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

人
手
不
足
の
も
う
１
つ
の

大
き
な
要
因
で
あ
る
長
時
間

・
過
密
労
働
の
実
態
を
知
ら

せ
、
そ
の
解
消
に
は
大
幅
な

増
員
が
必
要
だ
と
、
社
会
的

な
関
心
を
高
め
て
政
府
の
姿

勢
を
転
換
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
福
祉
保
育
労

は
こ
の
10
月
か
ら
「
大
幅
増

員
」
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
を
展
開
し
、
実
現
を
迫

っ
て
い
く
こ
と
を
方
針
案
の

中
心
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
養
護
の

業
界
に
衝
撃
が
走

っ
た
。
厚
労
省
の

検
討
会
報
告
「
新

し
い
社
会
的
養
育

ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
新
た
に
乳

児
院
や
児
童
養
護
施
設
に
入
所

さ
せ
る
の
を
原
則
や
め
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。
里
親
へ
の
委

託
を
７
年
以
内
に
75
％
以
上
に

し
、
特
別
養
子
縁
組
を
５
年
間

で
倍
増
さ
せ
、
年
間
１
０
０
０

件
の
成
立
を
め
ざ
し
、
原
則
６

歳
未
満
と
い
う
対
象
年
齢
も
引

き
上
げ
る
の
だ
と
い
う
。
国
は

今
後
具
体
的
な
検
討
に
入
る
。

　

社
会
的
養
護
は
長
ら
く
施
設

養
護
が
中
心
だ
っ
た
が
、
昨
年

改
正
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
で

は
、
里
親
な
ど
で
の
養
育
を
中

心
と
す
る
よ
う
に
明
記
さ
れ
、

施
設
も
小
規
模
化
を
迫
ら
れ
て

い
る
。現
場
で
は
体
制
づ
く
り

と
人
材
育
成
、
ま
た
里
親
は
な

り
手
や
委
託
を
増
や
そ
う
と
必

死
だ
。

　

少
子
化
の
一
方
で
、
児
童
虐

待
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
の
対
応
の
た

め
、
多
く
の
人
手
と
専
門
的
な

ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
里
親

も
し
か
り
だ
。
国
の
数
値
目
標

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も

と
現
場
に
即
し
た
方
策
を
強
く

求
め
た
い
。 

（
高
橋
）

高宮信一･作

務
め
る
自
民
、
民
進
、
共

産
、
社
民
の
11
人
が
紹
介
議

員
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
運
動
の
積
み

上
げ
も
あ
っ
て
、
処
遇
改
善

の
必
要
性
を
求
め
る
声
が
広

が
り
、
社
会
問
題
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
結
果
、政
府
も
不

十
分
な
が
ら
予
算
措
置
を
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

政
府
の
処
遇
改
善
策

政
府
の
処
遇
改
善
策

対
象
も
規
模
も
限
定

対
象
も
規
模
も
限
定

　

介
護
や
障
害
福
祉
で
は
４

月
の
報
酬
改
定
で
月
額
１
万

円
相
当
の
処
遇
改
善
加
算
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
保
育

で
は
全
職
員
対
象
の
月
６
０

０
０
円
の
改
善
と
、
新
た
な

職
務
階
層
を
要
件
と
し
た

　

福
祉
保
育
労
は
９
月
16
日
・
17
日
に
東
京
都
内
で
開
催
す
る
第
33
回
定
期
全

国
大
会
で
、
新
し
い
方
針
と
役
員
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
８
月
上
旬
に
各
地
方

組
織
に
運
動
方
針
案
な
ど
を
送
り
、
論
議
と
代
議
員
の
選
出
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
激
動
の
１
年
間
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
方
針
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝

え
し
ま
す
。
み
ん
な
で
話
し
あ
い
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

石川のなかまも３･16全国いっせい行動で団結

ささ
ああ

１年間の特徴を
ふりかえって

第33回定期全国大会第33回定期全国大会（（９月16日９月16日
　・17日　・17日））にむけてにむけて

１年間の活動方針案を話しあおう１年間の活動方針案を話しあおう

討
議
と
行
動
で
変
化
を
つ
く
っ
た
激
動
の
１
年



 ストップ！憲法改悪　平和と民主主義を守ろう！

 大幅増員と処遇改善　「福祉は権利」を実現しよう！

 力をひとつに組織を強化し
 ２万人福祉保育労の早期実現を！

春闘討論集会で医労連の吉村書記次長から
医療現場のスト闘争の歴史と意義を学ぶ　
　　　　　　　　　　　　　（2016年11月）

憲法25条を守る5･18共同集会で、政府の「我事・丸ごと」
地域共生社会による動きを批判　　 　　　　　　　　　

「#福祉の仕事続けたいの私だ」
との発信はSNSでも拡散された

３･16全国いっせい行動では現場の実態を
記者会見でもアピール 　　　　　　　　

②なかま③ 福祉の

案・タミヤ　画・ニムラ
111

　中四国ブロックでは、８月６日の前夜に毎年平和集会を開
催してきました。７月には核兵器の保有や使用を禁じる核兵
器禁止条約が国連で122カ国という圧倒的多数で採択されま
したが、日本政府は唯一の被爆国であるにもかかわらず、参
加もしていません。核兵器禁止を願い続けた被爆者の平均年
齢が81歳になった今、被爆体験者を語る「かたりべ」を直接
聴ける機会も限られてきています。今回は悲惨な体験をして
こられた方々がなぜ語り続けるのか？を問ういい機会とな
り、41人が参加しました。

　今年も保育部会で福祉保育労の宣伝うちわを作成し、3000
本配布しました。自治労連と担当した分科会「保育者の処遇
改善と保育内容の向上」では、埼玉県本部の小山清美さんか
ら「若者の率直な声にどのように応えるか、みんなで論議す
ることが大切」、京都地本の北垣光代さんから「青いとり保
育園分会不当解雇裁判のたたかいを通して～保育の質と労働
環境の関連性を問う～」を提案し、約30人の参加で討論を深
めました。地元埼玉の組合員などの準備・協力のもと、全国
から9317人の保育関係者が集まりました。

８
月
５
日　
　
　
　
　

福
祉
保
育
労
平
和
集
会

８
月
５
日
〜
７
日　

第
49
回
全
国

保
育
団
体
合
同
研
究
集
会
IN
埼
玉

直
接
体
験
を
聴
く
機
会
で　

核
兵
器
の
廃
絶
を
！
の
願
い

う
ち
わ
で
組
合
を
宣
伝

分
科
会
で
は
提
案
・
討
論

全
体
会
で
は
ス
ト
報
告

平和集会の参加者みんなで 全体会でストを含む３･16全国いっせい
行動を報告する東海地本の薄委員長 　
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今
年
度
の
保
育
予
算

に
、
職
員
間
の
賃
金
に
格

差
を
設
け
る
こ
と
を
必
須

と
す
る
新
た
な
加
算
措
置

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
政
府

自
ら
の
予
算
に
よ
っ
て
低

賃
金
労
働
者
を
つ
く
っ
て

お
い
て
、
そ
の
解
消
を
口

実
に
賃
金
格
差
を
持
ち
込

む
こ
と
に
怒
り
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

経
験
年
数
や
資
格
が
同

等
の
労
働
者
の
賃
金
に
格

差
を
設
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
上
司
の
評
価
に
よ
る

賃
金
決
定
す
な
わ
ち
人
事

考
課
制
度
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
も
そ
も
労
働
者

は
、
労
働
条
件
の
決
定
に

あ
た
っ
て
使
用
者
よ
り
圧

倒
的
に
不
利
な
立
場
に
あ

る
。
そ
の
た
め
憲
法
と
労

働
組
合
法
で
団
結
権
、
団

体
交
渉
権
、
争
議
権
を
保

障
し
、
労
働
契
約
に
お
け

る
労
使
対
等
決
定
原
則
を

担
保
し
て
い
る
。「
賃
金

決
定
は
団
体
交
渉
で
」
は

憲
法
に
記
さ
れ
た
人
権
そ

の
も
の
だ
。

　

上
司
の
評
価
が
賃
金
を

決
め
る
と
な
る
と
、
利
用

者
の
権
利
保
障
や
職
員
間

の
協
力
よ
り
、
評
価
者
に

ど
う
思
わ
れ
る
か
を
優
先

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
福

祉
労
働
の
専
門
性
の
破
壊

に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た

仕
組
み
は
保
育
だ
け
で
は

な
く
、
今
回
、
児
童
養
護

施
設
や
学
童
保
育
の
予
算

に
も
持
ち
込
ま
れ
、
介
護

・
障
害
福
祉
で
は
加
算
要

件
の
選
択
肢
に
「
評
価
に

よ
る
賃
金
決
定
」
が
新
た

に
加
わ
っ
た
。

　

背
景
に
は
政
府
の
労
働

力
確
保
政
策
が
あ
る
。
福

祉
人
材
は
、
少
数
の
高
度

の
知
識
・
技
能
を
習
得
し

た
専
門
家
と
、
直
接
処
遇

の
「
人
手
」
と
し
て
の
多

数
の
低
賃
金
労
働
者
で
構

成
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
も

の
だ
。
す
べ
て
の
福
祉
労

働
者
の
底
上
げ
で
な
く
、

中
堅
職
員
の
処
遇
に
格
差

を
持
ち
込
む
手
法
は
こ
の

流
れ
に
連
な
る
も
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
加
算
を
拒
否

す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

活
用
す
る
場
合
に
は
な
お

さ
ら
、
以
上
の
認
識
を
労

使
で
共
有
し
、「
予
算
獲

得
の
た
め
の
臨
機
の
措

置
」
と
「
本
来
の
労
使
の

あ
り
方
、
賃
金
決
定
の
あ

り
方
」
の
区
別
と
関
連
を

整
理
し
、
本
来
的
な
処
遇

改
善
に
む
け
た
協
力
を
め

ざ
す
必
要
が
あ
る
。

新
た
な「
処
遇
改
善
加
算
」を
考
え
る

３
・
16
全
国
い
っ
せ
い
行
動
で
の
官
邸

前
の
ア
ピ
ー
ル
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
も
報
道　
　

広
島
支
部
い
ず
み
会
分
会
の
結
成
を

お
祝
い
（
２
０
１
７
年
２
月
）　
　

　

憲
法
９
条
を
守
る
一
致
点
で
の
国
民

的
な
共
同
運
動
で
憲
法
改
悪
阻
止
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

　

学
習
と
討
議
を
徹
底
し
、
人
員
不
足

の
状
況
で
増
員
が
必
要
な
こ
と
、
１
日

の
労
働
時
間
は
８
時
間
以
内
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
確
信
を
持
ち
ま

す
。「
大
幅
増
員
！
自
分
の
時
間
を
確

保
し
て
『
福
祉
は
権
利
』
を
実
現
し
ま

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
社
会
的
な
ア

ピ
ー
ル
行
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
分
会
が
要
求
提
出
・
回
答

引
き
出
し
・
団
体
交
渉
・
妥
結
内
容
の

協
約
化
と
い
う
原
則
的
な
組
合
活
動
を

追
求
し
ま
す
。
対
等
な
労
使
関
係
で
最

大
限
の
努
力
を
求
め
、
労
使
交
渉
に
よ

る
改
善
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
政
府

に
制
度
改
善
を
迫
る
根
拠
と
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
願
い
が
実
現
で
き
、
社
会

的
な
要
請
に
も
応
え
ら
れ
る
産
別
を
め

ざ
し
、
早
期
に
２
万
人
の
福
祉
保
育
労

を
築
く
こ
と
を
、
憲
法
・
制
度
・
職
場

の
闘
争
基
盤
に
位
置
づ
け
ま
す
。
増
員

に
よ
る
「
自
分
の
た
め
の
８
時
間
」
の

確
保
を
展
望
し
つ
つ
、
働
き
方
や
業
務

の
見
直
し
な
ど
の
労
働
実
態
の
整
理
か

ら
始
め
て
、
時
間
を
確
保
し
て
組
合
活

動
を
す
す
め
ま
す
。

　

隣
接
す
る
都
道
府
県
に
ま
た
が
る
地

方
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
論
議

を
深
め
て
、
支
援
体
制
を
と
り
、
地
方

組
織
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

第33回定期全国大会

方針案の
ポイント

憲
法
・
制
度
・
職
場
の
闘
争
と

組
織
の
拡
大
・
強
化
を
す
す
め
よ
う

３･16全国いっせい行動 京都市役所前集会には他の多くの組合からも参加・激励が

■山手線 御徒町駅北口　徒歩８分
■ 大江戸線・つくばエクスプレス線
　新御徒町駅「A１」出口　徒歩２分

９月16日（土）11：00～
　　17日（日）16：00
　　　　　　　（予定）

東京・御徒町
オーラム　地下２階
〒110-0015
東京都台東区東上野１-26-２
☎03-3832-0457

JR山手線JR山手線

昭和通り昭和通り

都
営
大
江
戸
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

新
御
徒
町
駅

都
営
大
江
戸
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

新
御
徒
町
駅

朝日信金
●
朝日信金
●

春
日
通
り

春
日
通
り

御徒町御徒町

オ
ー
ラ
ム

N

●三菱東京
　UFJ
●三菱東京
　UFJ

●コンビニ●コンビニ

●とみん銀行●とみん銀行

大会日程

会　　場

運動の重点課題

平
和
こ
そ
最
大
の
福
祉

改
憲
ス
ト
ッ
プ
に
全
力
を

ポ
イ
ン
ト
１

　

学
習
を
深
め
、
自
民
党
改

憲
案
の
問
題
点
な
ど
「
安
倍

改
憲
」
の
危
険
性
を
共
有

し
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義

の
破
壊
に
対
す
る
怒
り
を
行

動
に
結
び
つ
け
ま
す
。「
憲

法
を
守
り
活
か
す
福
祉
職
場

宣
言
」
を
各
職
場
・
分
会
で

あ
げ
て
職
場
内
に
掲
げ
る
こ

と
を
追
求
し
ま
す
。「
戦
争

さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
が
呼
び
か
け
る
「
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生

か
す
全
国
統
一
署
名
」
に
と

り
く
み
、
福
祉
保
育
労
と
し

て
春
闘
期
ま
で
に
20
万
筆
の

集
約
を
め
ざ
し
ま
す
。
同
実

行
委
が
提
起
す
る
11
月
３
日

の
10
万
人
集
会
や
地
方
で
の

集
会
・
宣
伝
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
。

　

ス
ト
も
構
え
た
春
闘
を
す

す
め
、
５
・
３
憲
法
集
会
を

中
央
・
地
方
で
最
大
規
模
の

参
加
で
成
功
さ
せ
、
改
憲
発

議
を
阻
止
し
ま
す
。
政
治
を

私
物
化
し
民
主
主
義
を
破
壊

す
る
安
倍
政
権
の
早
期
退
陣

を
迫
り
、
解
散
・
総
選
挙
を

求
め
て
政
治
を
変
え
ま
す
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
へ

３
月
に
は
全
国
い
っ
せ
い
行
動
に

ポ
イ
ン
ト
３

　

18
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

に
と
り
く
み
、
集
計
結
果
を

基
礎
デ
ー
タ
に
し
て
産
業
別

統
一
要
求
を
作
成
し
ま
す
。

12
月
の
春
闘
討
論
集
会
で
論

議
を
深
め
、
１
月
の
第
54
回

中
央
委
員
会
で
18
春
闘
方
針

と
産
別
統
一
要
求
項
目
を
確

立
し
ま
す
。
２
月
中
旬
ま
で

に
す
べ
て
の
分
会
で
統
一
要

求
書
を
提
出
し
、
３
月
中
旬

の
国
民
春
闘
共
闘
の
集
中
回

答
指
定
日
ま
で
の
回
答
引
き

出
し
を
追
求
し
ま
す
。

　

３
月
の
全
労
連
・
国
民
春

闘
共
闘
統
一
行
動
に
は
、
職

場
集
会
や
ワ
ッ
ペ
ン
就
労
を

中
心
に
す
べ
て
の
職
場
で
ス

ト
を
含
む
全
国
い
っ
せ
い
の

終
日
行
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
報
酬
改
定
や
保
育
の
公

定
価
格
を
引
き
上
げ
さ
せ
る

運
動
を
す
す
め
、
賃
金
水
準

の
底
上
げ
を
実
現
し
ま
す
。

政
府
が
す
す
め
る
「
働
き
方

改
革
」
の
危
険
性
を
学
び
、

労
働
法
制
の
改
悪
に
対
し
て

全
労
連
に
結
集
し
て
反
対
運

動
を
す
す
め
ま
す
。

「
自
分
の
８
時
間
」を
確
保
し
よ
う

「
自
分
の
８
時
間
」を
確
保
し
よ
う

大
幅
な
増
員
と
処
遇
改
善
へ

１
人
20
筆
の
署
名
を
集
め
よ
う

ポ
イ
ン
ト
２

　

学
習
資
料
を
つ
か
っ
て
、

休
憩
保
障
や
夜
勤
な
ど
の
労

働
実
態
を
結
び
つ
け
た
学
習

と
討
議
を
お
こ
な
い
ま
す
。

「
大
幅
な
福
祉
職
員
の
増
員

・
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
請
願
署
名
」
を
最
重
点
課

題
と
し
、
10
月
初
旬
か
ら
春

闘
の
統
一
行
動
日
ま
で
に
20

万
筆
（
１
人
20
筆
目
標
）
を

達
成
し
ま
す
。
自
治
体
に

「
大
幅
増
員
・
処
遇
改
善
」

に
関
す
る
懇
談
を
申
し
入

れ
、
独
自
施
策
の
拡
充
と
、

国
に
対
し
て
意
見
を
あ
げ
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。
12
月
１

日
に
「
全
国
い
っ
せ
い
行

動
」
を
配
置
し
、
３
・
16
を

大
き
く
上
回
る
規
模
で
宣
伝

な
ど
を
成
功
さ
せ
ま
す
。
３

月
の
全
労
連
・
国
民
春
闘
共

闘
の
統
一
行
動
日
に
、
中
央

行
動
と
し
て
議
員
要
請
行
動

を
配
置
し
、
請
願
署
名
の
採

択
を
め
ざ
し
ま
す
。
５
月
の

厚
生
労
働
省
交
渉
で
は
、

「
大
幅
増
員
・
処
遇
改
善
」

に
む
け
た
具
体
的
な
施
策
を

講
じ
る
回
答
を
引
き
出
す
こ

と
を
目
標
に
し
ま
す
。

福
祉
職
場
で
の
大
幅
増
員

福
祉
職
場
で
の
大
幅
増
員

２
万
人
福
祉
保
育
労
の
早
期
実
現
へ

組
織
の
拡
大･

強
化
を
す
す
め
よ
う

ポ
イ
ン
ト
４

　

す
べ
て
の
職
場
で
新
し
い

組
合
員
を
迎
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
、
全
体
で
２
０
１
７
年

７
・
１
現
勢
か
ら
の
１
割
増

を
達
成
さ
せ
ま
す
。
福
祉
保

育
労
共
済
の
魅
力
と
優
位
性

を
宣
伝
し
、
非
正
規
を
含
め

て
す
べ
て
の
未
加
入
者
に
共

済
と
組
合
へ
の
加
入
を
呼
び

か
け
ま
す
。
職
場
で
学
習
・

討
議
を
深
め
、
労
働
者
の
権

利
や
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
働

き
方
を
見
直
し
て
、
分
会
会

議
の
時
間
の
確
保
を
追
求
し

ま
す
。「
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
」「
公
的
福
祉
制
度

の
拡
充
」「
平
和
こ
そ
最
大

の
福
祉
」
が
活
か
さ
れ
て
い

る
か
、
活
動
の
見
直
し
を
す

す
め
、
職
場
の
内
外
の
未
加

入
者
に
自
信
を
も
っ
て
福
祉

保
育
労
の
存
在
と
運
動
を
伝

え
ま
す
。
都
道
府
県
を
ま
た

が
る
「
広
域
地
方
本
部
の
設

置
」
に
つ
い
て
、
必
要
に
応

じ
て
中
央
役
員
に
よ
る
オ
ル

グ
も
お
こ
な
い
、
各
地
方
組

織
で
合
意
形
成
を
図
り
、
地

方
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
向

け
て
具
体
的
な
と
り
く
み
を

す
す
め
ま
す
。

組
織
の
拡
大
・
強
化

組
織
の
拡
大
・
強
化

３・16全国いっせい行動 東京地本のなかま50人以上が
都庁前で早朝宣伝　　　　　　　　　　　　　　　　

● 19日（木）　 憲法・いのち・社会保障まも
る国民集会 （日比谷野音）

● 20日（金）　 児童養護施設職員等の全国交
流集会 （～21日　東京）

● 22日（日）　介護全国学習交流集会（東京）

10月

●16日（土）　第33回定期全国大会
 （～17日　東京）

９月

● １日（金）　 大幅増員を求める全国いっせ
い行動（予定）

● ２日（土）　福祉保育労春闘討論集会
 （～３日　東京）

12月

11月

● ２日（木）　政府・国会要請行動
 （よりよい保育を実行委）
● ３日（祝）　10万人集会
 （東京・日比谷周辺）予定

 保育大集会（東京・日比谷野音）
● 11日（土）　 障害種別・重症児部会交流集会
 （～12日　大阪）
● 18日（土）　高齢種別交流集会
 （～19日　山形）

（ ）「福祉職場の大幅増員キャンペーン」
 月間予定～12月

　　　　　　　　　　主催：戦争させない・９条壊すな！
　　　　　　　　　　　　　総がかり実行委員会



④福祉のなかま

Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ

第312号 2017年９月号

メーデーでのアピール行動を
力と励みに
北海道地本・モエレはとポッポ分会　福岡　厚志さん
　６月号のメーデーでのアピール、テレビ取
材と要求を大きく掲げている姿がわかりまし
た。当日は勤務のため参加できませんでした
が、このような行動が力になり、励みになり
ます。自分にできることを自分らしくやって
いこうとあらためて感じました。

各地の組合員の行動に
メディアも注目・報道

東海地本・かわらまち分会　樋田　千夏さん
　今年はメーデーに参加できませんでした
が、各地でおこなわれていることを初めて知
りました。組合員が集まってこのように声を
あげることで、メディアにも注目され、それ
が力になっていくのだと感じました。

全国の福祉のなかまが声をあげて発信
福島支部・福島福祉施設協会分会　松崎　いずみさん
　全国各地で福祉の現場で働くみなさんが声
をあげていることにとても感動しました。や
はり、しっかり声をあげて、世の中に発信す
ることが大事なんだと思いました。

私も「仲間がいるからがんばれる」
大阪地本・高槻温心寮分会　溝口　真一さん

　群馬支部の角田さんの「伝えたい！組合の
力 Myメッセージ」にあった「仲間がいるか
らがんばれる」とは本当にその通りだと思い
ました。たくさんの仲間がいるからこそ、が
んばれている今があります。

たくさんの人がメーデーに
私にできることとは

滋賀支部・学童保育分会　西山　一美さん
　各地でこんなにもたくさんの人たちがメー
デーに参加し、活動していることにビックリ
しました。私も自分の心の中だけで不満を言
っていてもダメなんだと思い、何ができるの
かしっかり考えたいです。

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
高
価
で
香
る
キ
ノ
コ

④
砂
漠
の
乗
り
物

⑦ 

…
…
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ

込
む

⑧ 

イ
ン
ド
洋
に
発
生
す
る
熱
帯

低
気
圧

⑩ 

ガ
イ
ダ
ン
ス
。
進
学
…
…
、

進
路
…
…

⑫
俳
句
に
詠
み
こ
ま
れ
ま
す

⑬
署
名
…
…
、
組
合
…
…

⑮
鼻
の
上
に
角
が
１
〜
２
本

⑯
て
っ
ち
り
や
鍋
に

⑰
ス
イ
ッ
チ
ョ
と
鳴
く
虫

⑲
…
…
か
ら
棒
。
…
…
蛇

⑳
夕
日
の
こ
と
で
す

㉒
食
欲
の
秋
に
は
難
し
い

㉕
明
け
な
い
…
…
は
な
い

㉖
築
地
…
…

㉗
ゼ
ブ
ラ
と
も
言
い
ま
す

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
毒
ヘ
ビ
、
…
…
酒

②
釣
り
人
が
持
っ
て
行
く

③
僧
が
左
肩
か
ら
か
け
ま
す

④
オ
チ
が
付
き
も
の
で
す

⑤
空
手
の
有
段
者
の
帯
の
色

⑥
あ
れ
、
水
が
出
な
い
！

⑨
…
…
の
目
を
抜
く
素
早
さ

⑪
…
…
を
天
に
任
せ
る

⑭ 

９
月
20
日
〜
26
日
は
…
…
愛

護
週
間
で
す

⑮
最
悪
の
反
対
語
は
？

⑯
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
も
言
う

⑱
生
に
男
と
書
い
て
？

⑲
西
洋
で
は
「
吸
血
鬼
の
歯
」

㉑ 

太
陽
の
出
て
い
る
間
の
時
間

帯
㉓
…
…
日
千
秋

㉔
亀
の
甲
よ
り
…
…
の
功

３
１
０
号
（
２
０
１
７
年
６
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
１
０
号
の
答
え
は
、「
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
」
で
し
た
。
応
募
は

20
人
で
、
初
め
て
３
カ
月
連
続

で
20
人
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

応
募
者
が
増
え
て
い
る
た
め
、

10
月
号
（
３
１
３
号
）
の
発
表

は
当
選
者
５
人
に
増
や
し
ま

す
。
抽
選
に
よ
り
、
次
の
方
々

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

福
岡　

厚
志
さ
ん

（
北
海
道
地
本
・
モ
エ
レ
は
と
ぽ
っ
ぽ
分
会
分
会
）

大
川　

彩
子
さ
ん

（
東
海
地
本
・
み
な
と
福
祉
会
分
会
）

坂
元　

文
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
財
団
分
会
高
鷲
学
園
班
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを添えて、ハガキかＦＡＸ、メール
で送付ください（地方組織・分会、氏名、住所明
記）。紙面やホームページ等に掲載させていただ
くことがありますので、ご了承ください。
締切▶10月15日
発表▶2017年11月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

　

仕
事
の
や
り
が
い
は
「
保

護
者
と
子
ど
も
の
こ
と
で
力

を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

時
」
に
実
感
す
る
と
言
い
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
、
28
歳

の
若
さ
で
支
部
の
執
行
委
員

長
に
就
任
。
保
育
士
と
し
て

勤
務
し
て
７
年
目
に
な
る
保

育
園
は
分
会
活
動
も
活
発

で
、
働
き
や
す
い
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、
組
合
の
な
い
園

の
職
員
か
ら
相
談
を
う
け
て

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
も
う

す
ぐ
新
し
い
分
会
を
結
成
す

る
予
定
で
す
。

　

そ
の
園
で
は
手
当
な
ど
に

格
差
が
あ
る
ほ
か
、
職
場
に

対
す
る
疑
問
や
意
見
を
口
に

出
し
に
く
い
な
ど
の
状
況

に
、
職
員
た
ち
は
悩
み
を
募

ら
せ
て
き
ま
し
た
。
本
格
的

な
労
働
相
談
に
の
る
の
は
初

め
て
の
経
験
で
す
。
苦
し
む

声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う

な
か
で
、「
自
分
た
ち
が
良

け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
苦
し
ん
で
い

る
福
祉
職
場
の
み
ん
な
と
力

を
あ
わ
せ
て
、
組
合
の
力
で

労
働
条
件
を
変
え
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

支
部
執
行
委
員
長
と
し
て

大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
ま

ず
は
自
分
が
学
ぶ
こ
と
、
そ

の
学
ん
だ
こ
と
を
他
の
組
合

員
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
」
で
、
分
会
の
結
成
に

む
け
て
「
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
も
み
ん
な
が
動
く
こ

と
で
変
え
て
い
け
る
」
と
い

う
思
い
を
広
げ
て
い
ま
す
。

 

（
構
成
：
編
集
部
）

紙面を読んで

香川支部・こぶし今里保育園分会

学んだことをわかりやすく伝え
みんなで動いて変えていく藤井　翔

しょうま

真さん

　

趣
味
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
。

マ
イ
ボ
ウ
ラ
ー
に
ハ
ウ
ス

ボ
ー
ル
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

の
ボ
ー
ル
）
で
勝
っ
て
ス

ト
レ
ス
を
解
消
。
ア
ベ
レ

ー
ジ
（
平
均
ス
コ
ア
）
は

２
０
０
を
超
え
る
。

　福祉保育労の火災共済の掛金は、全国一
律で地域による格差がありません。もちろ
ん値上げの予定もなし。火災はもちろん、
落雷による電化製品等の被害、風水害等
（雪害も含む）、突発的な第三者による損
害も保障の対象です。

風水害等
（雷害も含む）

突発的な第三者
の加害行為

落雷による電化
製品等の被害

福祉保育労の火災共済福祉保育労の火災共済

あなたの家は大丈夫？あなたの家は大丈夫？

　考えられる対策をしていても、それだけで
果たして安心でしょうか？
　火災による家の焼失、車両の追突での外壁
損傷、豪雨による風水害、雪害など、限りな
く災害はあります。機器類を設置し、近くに
燃えやすい物を置かないなど、気をつけてい
ても起こってしまうことがあります。
　あってはならないことですが、災害は予期
せぬ時にやってきます。災害が起きれば、高
額な費用が必要になります。準備は万全です
か？火災共済に加入して、万が一のために備
えましょう。

機器類での対策以外も

　私たちは、何も起こらないことを前提に、
毎日の生活をしています。
　個人宅にも火災報知機の設置が義務付けら
れました。また、消火器の準備はもちろんの
こと、ガス漏れ警報器を設置している人もい
ると思います。
　それぞれが、自分の家はもちろんのこと、
近所にも迷惑をかけないように、用心に用心
を重ねています。

用心しすぎることはない

☆詳細は福祉保育労共済にお問い合わせください。

　火災共済は、持ち家の人だけが入るものと
思っていませんか？保障は火事だけと思って
いませんか？そんなことはありません。借家
でも家財を保障する共済に入ることができま
す。
　マンションの上階からの水漏れや隣家の火
事の消火で、家具や電気製品が使えなくなっ
た時も給付金の対象となります。給付には条
件がありますが、組合員の家と財産、生活を
守るための共済があります。
　この機会に、ぜひ火災共済にご加入くださ
い。

持ち家や火事だけではありません

（注１）保障の最高限度は、4,500万円です。
　　　　※坪数・居住人数等で加入限度が違います。
（注２）賃貸のアパート等の場合は家財のみ加入OK。
（注３）風水害等の場合、給付限度は100口分までです。

一口あたりの掛金と保障額

住宅の構造区分 掛金（１口当たり） 保障額
木 造 住 宅 年額60円・月額５円

最高10万円
耐 火 住 宅 年額30円・月額2.5円

応 募 方 法

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ


